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　昭和50年度前半では，前年度の研究継続として，宗
教改革期における大陸再洗礼派とイギリス革命期に出
現したパプチスト諸派との比較研究を行った。この成
果は「バプチスト派の権力観」と題して，社会科学研
究所に提出している。それを要約していうならば，両
者は，再洗礼を通じて信仰者のみからなる信仰共同体
を形成したという点では，全く共通のセクト類型をな
しているが，両者の関心方向は全く対照的である。す
なわち，大陸再洗礼派は現世逃避的志向性をもってい
るのに対して，イギリスのバプチスト派は現世内的変
革の志向性を強く抱いていることである。従来，セク
ト類型の同一性のゆえに，バプチスト派は大陸再洗礼
派のイギリス版乃至はその直接の後継者と目されてい
たが，この関心方向の相違を明らかにし，かつ今まで
曖昧に主張されていた両者の歴史的連関の存在を，資
料的基礎によって否定することによって，この問題に
ついてなにほどかの寄与をなしえたと思う。ところ
で，この関心方向の相違は，ことに現世観，権力観に
おいて鮮明に現われてくる。再洗礼派の場合，その権
力観は，左は革命的千年王国，右は非政治的現実受容
に散るが，主たるベルトル方向は，現世逃避的無抵抗
主義であった。これに対して，バプチストの場合，イ
ギリス革命全期を通じて明瞭に現われてくるが，その
主たる方向は現世内的変革なのである（勿論，第五王
国派に移行したものや，王政復古期には既存体制のア
ン・ジッヒに肯定したものも見られることは否定しえ
ないが）。この現世内的変革主義のゆえに，バプチス
トは，極めて少数の勢力だったにもかかわらず，ニユ
ー・モデル軍やクロンウェル体制の有力な支柱とな
り，また経済的領域においても下からの資本主義の担
い手たりえたのであった。これに反して，再洗礼派
は，国家生活や経済生活から手を引くことによって・
初期にもっていた民衆的性格を失い，隠遁化し，歴史
の推進力たりえなくなっていくのである。
　50年度後半には，宗教改革資料集の出版計画に加わ
り，主として京都における共同研究者たちと，この企
画を推進し，私自身の分担としては，カルヴァソ及び
一48一
? ? ? ?
ジュネーヴ改革関係の資料をまとめ訳出した。いずれ
これは，51年度にヨルダン社からr宗教改革資料集』
として出版されることになろう。
　なお研究費は，大英博物館からとりよせたバプチス
ト関係のマイクロフィルムの資料の現像にすべて使用
した。
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